
 

SDS No．09－SK02－004 

1 
 

製品安全データシート 
 

会 社 名：株式会社エスエヌディ 

住  所：長野県諏訪市大字四賀 3225 番地 2 

発 行 者：ケミカル事業担当者 

電話番号：0266（58）6688 

ＦＡＸ番号：0266（58）6654 

作成年月日：2009 年 05 月 01 日 

改訂年月日：2015 年 09 月 03 日 
 

【製品の名称】US－CLEAN USC－11700 シリーズ 
 
【組成、成分情報】 
 
・単一製品・混合物の区別：混合物 
・化学名：界面活性剤系洗浄剤 
・主成分：非イオン系界面活性剤 

化学名 濃度 化学式 官報公示整理番号 CAS 番号 

ポリオキシアルキレンアルキル 

エーテル 
10％ ～ 15％ 非公開 7－97 非公開 

ケイ酸塩 1％ ～ 5％ 非公開 既存 非公開 

有機酸塩 1％ ～ 5％ 非公開 既存 非公開 

キレート剤 ＜ 1% 非公開 既存 非公開 

その他 1％ ～ 5％ 非公開 既存 非公開 

水 69% ～ 87% H2O ― 7732－18－5

 
【危険有害性の要約】 
 
・GHS 分類 
  物理化学的危険性 
    引火性液体                区分外 
  健康に対する有害性 
    急性毒性 
      経口                 区分 5 

経皮                 分類できない 
      吸入（ガス）             分類対象外 
      吸入（蒸気、粉塵、ミスト）      分類できない 
    皮膚腐食性及び皮膚刺激性         区分 2 
    眼に対する重篤な損傷性または眼刺激性   区分 1 
    呼吸器感作性または皮膚感作性       分類できない 
    生殖細胞変異原性             分類できない 
    発がん性                 分類できない 
    生殖毒性                 分類できない 
    特定標的臓器毒性（単回ばく露）      区分 2（神経系） 
    特定標的臓器毒性（反復ばく露）      分類できない 
    吸引性呼吸器有害性            分類できない 
  環境に対する有害性 
    水生環境有害性（急性）          区分 3 
    水生環境有害性（長期間）         分類できない 
    オゾン層への有害性            分類できない 

他の危険有害性                データなし 
  上記に記載のない項目は、分類対象外または分類できない。  
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【火災時の処置】 
 
・消化剤     引火性液体に該当しない。 

噴霧水、炭酸ガス、粉末消火器、泡消火器、乾燥砂等 
・危険有害性   燃焼ガスには、一酸化炭素等の有害ガスが含まれるので、消火作業の際に煙の吸入を避け

る。 
・消化方法    移動可能な容器は、安全に行える限り火災場所から搬出する。 

消化剤を火元へ放射、散布等して消化する。 
関係者以外は安全な場所に退避させる。 
周囲の設備に散水して冷却する。 

・その他     消火のための放水等により、製品または化学物質が河川へ流出しないような適切な措置を

行う。 
         適切な保護具（手袋、眼鏡、マスク等）を着用する。 
 
【漏出時の処置】 
 
・人体に対する注意事項 

作業には、必ず適切な保護具（手袋、眼鏡、マスク等）を着用する。 
多量の場合、人を安全な場所に退避させる。 
必要に応じて換気を確保する。 

・環境に対する注意事項 
漏出物を河川や下水に直接流してはいけない。 

・封じ込め及び浄化の方法 
    少量の場合、吸着剤（土、砂、ウエス等）で吸着させ取り除いた後、残りをウエス、雑巾

等でよく拭き取り、多量の水で洗い流す。 
多量の場合、盛り土等で囲って流出を防止し、安全な場所に導いてからドラム缶等に回収

する。回収した漏出物は廃棄上の注意に従って廃棄する。 
・二次災害防止策 漏出した場所の周辺には関係者以外の立ち入りを禁止する。 

床を濡れた状態で放置すると滑りやすく、スリップ事故の原因となるため注意するととも

に、漏出物の上をむやみにあるかない。 
 
【取り扱い及び保管上の注意】 
 
・取り扱い 

技術的対策  保護具（保護眼鏡、保護手袋等）を着用する。 
         取扱場所の付近に、洗眼および身体洗浄のための設備を設置する。  

製品を取り扱うために必要な採光、照明および換気の設備を設ける。 
洗浄以外の用途で使用しないこと。 

注意事項   接触、吸入または飲み込まないこと。 
接触回避   データなし 
衛生対策   使用後は、手、顔などをよく洗い、うがいをすること。 

・保管       
保管条件   高温・直射日光を避け、冷暗所に保管する。 
       使用後は密閉して保管する。 

  容器包装材料 専用の容器または、製品容器と同等の材質の容器を使用する。 
         密閉式の破損しにくい容器を使用する。 
 
【使用条件】 
 
   ・洗浄物により、3 ％ ～ 10 ％濃度に希釈して使用する。 
   ・洗浄温度は常温 ～ 50 ℃で使用する。 
   ・洗浄後は十分水洗いする。 
   ・静置すると内容物が分離します。使用前に、容器内の液をよく撹拌してからご使用ください。 
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【暴露防止処置】 
 
・設備対策    取り扱い場所の近くに、洗眼および身体洗浄のための設備を設置する。 

         十分な空間用地のある作業場で、換気を十分に行える換気装置を設置する。 

         製品を取り扱うために必要な採光、照明等の設備を設置する。 
・管理濃度    データなし 
・許容濃度    データなし 

・保護具      

  呼吸用保護具 通常の取り扱いでは必要なし。 

  手の保護具  不浸透性（耐薬品、耐油、耐溶剤）保護手袋を着用する。 

  眼の保護具  保護眼鏡（側板付きゴーグル型）を着用する。 

  皮膚及び身体の保護具 

         必要に応じて保護クリーム、長袖作業衣、保護長靴等を着用する。 

・特別な注意事項 多量、高濃度、高温、高圧力などの特殊な条件下で生じる危険有害性はない。 

 
【物理的／化学的性質】 
 
・外観      乳白色 
・物理的状態   乳白色粘稠液体 
・臭い      ほとんどなし 
・pH       11.0 ～ 12.5 
・沸点（℃）   データなし 
・融点（℃）   データなし 
・溶解度     水に対し、任意に溶解する。 
・揮発性     データなし 
・引火点     データなし 
・発火点     データなし 
・比重      1.01 ～ 1.04 
・爆発性     データなし 
・そ の 他：他種洗浄剤と混ぜて使用してはならない。 
 
【安全性および反応性】 
 
・安定性     通常の取り扱い条件では安定である。 
・反応性     自己反応性はなし。 
・危険有害反応可能性 
         データなし 
・避けるべき条件 データなし。 
・混合危険物質  水と同様に濃硫酸と接触すると発熱する。 
・危険有害な分解生成物 

データなし 
・その他     長期に静置して置くと分解が見られるが、撹拌し、均一にすれば物性、性能には大きな変

化がない。 
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【有害性情報】 
 
・急性毒性 
  経口     区分 5    配合原料の GHS 分類および濃度による。 
  経皮     データなし 
  吸入（ガス） 該当なし 
  吸入（蒸気、粉塵、ミスト） 
         データなし 
・皮膚腐食性および皮膚刺激性 
         区分 2    配合原料の GHS 分類および濃度による。 
・眼に対する重篤な損傷性または眼刺激性 
         区分 1    配合原料の GHS 分類および濃度による。 
・呼吸器感作性  データなし 
・皮膚感作性   データなし 
・生殖細胞変異原性 

データなし 
・発がん性    データなし 
  IARC     登録なし 
  日本産業衛生学会 
         登録なし 
・生殖毒性    データなし 
・特定標的臓器毒性（単回ばく露） 
         区分 2    配合原料の GHS 分類および濃度による。 
・特定標的臓器毒性（反復ばく露） 
         データなし 
・吸引性呼吸器有害性 
         データなし 
 
【環境影響情報】 
 
・生態毒性    区分 3    配合原料の GHS 分類および濃度による。 
・残留性／分解性 良分解性 

・生体蓄積性   データなし 
・BOD           34,000 mg・O/L 

・COD      55,000 mg・O/L 
・土壌中の移動性 データなし 
・オゾン層への有害性 
         データなし 
・その他     データなし 
 
【廃棄上の注意】 
 
・残余廃棄物   都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に処理を委託する。 
         処理業者に危険性および有害性を十分に告知する。 
         製品の低濃度排水は、水質汚濁防止法および下水道法、都道府県条例に従って処理する。 
・汚染容器・梱包 空の容器・梱包を廃棄する場合は、内容物を除去した後に、都道府県知事の許可を受け

た産業廃棄物の収集運搬業者と契約し、廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律）及び関連法規・法廷を厳守し、適性に処理する。 
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【輸送上の注意】 
 
・国際規制 

国連分類  該当なし 
国連番号  該当なし 
容器等級  該当なし 

・国内規制 
 陸上輸送  消防法、労働安全衛生法および道路運送車両法等に定められている運送方法に従う。 

   海上輸送  船舶安全法に定められている運送方法に従う。 
   航空輸送  航空法に定められている運送方法に従う。 
・輸送または輸送手段に関する特別な安全対策 

輸送前に容器の破損、腐食、漏れ等がないことを確認する。 
転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。 

 
【適用法令】 
 
・消防法     該当なし 
・毒物及び劇物取締法 

該当なし 
・化学物質の審査および製造等の規制に関する法律（化審法） 
         該当なし 
・化学物質排出把握管理促進法（PRTR 法） 

該当なし 
・労働安全衛生法 該当なし 
・船舶安全法   該当なし 
 
【その他の情報】 
 
・参考文献 
 1）JIS Z 7252:2009 GHS に基づく化学物質等の分類方法 
 2）JIS Z 7253:2012 GHS に基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法－ラベル、作業場内の表示および

安全データシート SDS 
 3）化学品の分類および表示に関する世界調和システム（GHS）改訂 4 版－国際連合 2011 年 
 4）原材料製造会社の MSDS 
 5）外部機関測定データ 
 
【ご注意】 
 
・ここに記載された情報は、当社の最善の知見に基づくものですが、この情報は新しい知見に基づき改訂され

ることがあります。 
・含有量、物理化学的性質等は、保証値ではありません。 
・安全性を保障するものではありません。 
・注意事項は通常の取り扱いを対象としたものです。特殊な取り扱いの場合は、用途の適した安全対策を実

施して下さい。 
・危険性および有害性については、予見できないこともあり、取り扱いには細心の注意が必要です。 
・本品の取り扱いに関する決定は、使用者の責任によって行って下さい。 
 

以上 
 
 


